
写真提供：グライフォン・ストリングド・インストゥルメンツ 
(Gryphon Stringed Instruments)
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The SCGC Tony Rice Model Guitar

SCGC ト ニ ー・ ラ イ ス・ モ デ ル・ ギ タ ー 

1978 年 6 月 13 日、トニ ーと私 はサンタ・クル ーズ (Santa 
Cruz) へ車で向かい、サンタ・クルーズ・ギター・カンパニー 
(Santa Cruz Guitar Company ／ SCGC) が製作した最初のトニ
ー・ライス・モデル・ギターを受け取りました。SCGC は 1976 年、
リチャード・フーヴァー (Richard Hoover)、ウィル・デイヴィス 
(Will Davis)、ブルース・ロス (Bruce Ross) によって設立されま
した。このドレッドノート・サイズの楽器は、1935 年製クラレンス・
ホワイト・マーティンの際立った特徴のひとつ・拡大されたサウンド
ホール（ギタートップに開けられた円形の開口部）・を受け継いで
います。しかし、それ以外の点では、SCGC のトニー・ライス・モ
デルはクラレンス・ホワイト・マーティンのコピーではありませんこ
れはあくまでも独自のドレッドノートです。

この拡大された O ホールについては諸説ありますが、ハリー・
スパークス (Harry Sparks) がメールで送ってくれた説明が最も信
憑性が高いと思われます。
「トニーかクラレンス・ホワイトのどちらかが言っていたんですが、

ピックガードのすぐ上にピック傷がひどくて、木材がパーフリングの
最初のラインまで削れてしまっていたんです。ホールをまた丸くす
るために、誰かが残りの木材を全周にわたって削り取ったというこ
とです。誰がやったのかは分かりません。」

もうひとつ、こんなことがありました。クラレンス・ホワイト・マ
ーティンには、ボディ上部・19 フレットの下あたり・にエアガンの
弾痕があるのです。ローランド (Roland) によれば、クラレンスと
レロイ・マクニーズ (LeRoy McNees)・通称「マック (Mack)」・、
ケンタッキー・コロネルズ (Kentucky Colonels) のドブロ奏者・が、



トニー・ライスを語る
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カリフォルニア州ビッグ・ベア・レイク (Big Bear Lake) のキャビン
で夜、ビールを飲みながらくつろいでいたそうです。

ギターは壁に立てかけてありました。クラレンスの手にはエアガ
ンがありました。彼は「このギターが嫌いだ」と言い、狙いを定
めて撃ちました

ローランドがマックの電話番号を教えてくれました。私は電話を
かけ、「なぜクラレンスはギターが嫌いだと言ったんですか？」と尋
ねました。

彼は笑って言いました。「弾きにくかったのは確かですよ。たぶ
んそれが理由じゃないですかね。」

これもまた、このギターの高いアクションにまつわるエピソード
のひとつです。ケニー・ミュージック・カンパニー (Kenney Music 
Company) が最初に指摘して以来、この問題はギターにつきまと
ってきました。いずれにせよ、クラレンス・ホワイト・マーティンに
あった弾痕は、SCGC のトニー・ライス・モデルには再現されま
せんでした。

ケントフィールド (Kentfield) のティー [ 訳注：トニーの愛称 ] の
自宅に戻ると、トニーは新しい楽器を弾き始めました。そして、す
ぐに何かがおかしいと感じ取りました。

「音が違う。感触も違う」と彼は言いました。「何かがずれてる。」
私には問題なく聞こえましたが、サム・ブッシュと同じように、ト

ニーならどんなドレッドノートでも歌わせることができると思っていま
す。

彼は左手でローポジションのフレットをいくつか押さえ、こう言い
ました。「何かがおかしい。音が出てくるべき場所に出てこない。」

私には、トニーはちゃんとその音を出しているように聞こえまし
たが。

彼はクラレンス・ホワイト・マーティンのナットからブリッジまでの
弦長を測り、次に SCGC のトニー・ライス・モデルで同じ箇所を
測りました。



SCGCトニー・ライス・モデル・ギター
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サンタ・クルーズのギターはマーティンよりも弦長が 1/8 インチ長
かったのです。トニーはその 1/8 インチの差と、それによって生じ
る弦のテンションの違いを指先で感じ取り、音色の差を耳で聴き分
けていました。

サンタ・クルーズ・ギター・カンパニーのスタッフはティーが求め
る変更を加え、その後も長年にわたってトニーの音色の好みや身
体的なニーズの変化に合わせて楽器を進化させ続けました。1978
年から 2015 年の間に、彼のために 12 本ものパーソナル・カスタ
ム・ギターを製作しています。特にミッドレンジとトレブルは、ティ
ーの好みに合わせて細かく調整されました。トニー・ライス・モデ
ルは、SCGC のシグネチャー・モデルの中で最も売れているギター
だと思います。

毎年、SCGC のリチャード・フーヴァーは同社のギターを 1
本、カリフォルニア・ブルーグラス・アソシエーション (California 
Bluegrass Association ／ CBA) に寄贈しています。CBA はそ
のギターを会員向けに抽選販売し、この素晴らしい団体の活動資
金に充てています。リチャード、ありがとうございます。

初代SCGCトニー・ライス・モデル・ギターの内部ラベル
写真提供：Gryphon Stringed Instruments


